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佐賀労働局長がベストプラクティス企業を職場訪問 

～味の素株式会社九州事業所 東森事業所長と対談～ 

 

 佐賀労働局（松森 靖局長）は、1１月１３日、長時間労働の削減等に向けて積極的

な取組を行う「ベストプラクティス企業」である、味の素株式会社 九州事業所 

（東森郁彦事業所長、所在地：佐賀市、事業概要：アミノ酸製造）を訪問しました。 

  

  
（取組状況を御説明いただく様子）     （工場内での取組状況を御説明いただく様子） 

 

味の素株式会社九州事業所では、「カエル！ＫＹＵＳＨＵプロジェクト」とのネー

ミングで、「仕事を変える！意識を変える！！早く家に帰る！」を合言葉に、所定外

労働の削減により、多様な人材が活躍できる会社を実現するため、各種取組を進めて

います。 

 

取組内容としては、①管理職が中心となり月１回の「ワーク・ライフ・バランス会

議」において工場全体の仕組の改善等の議論を行う、②総実労働時間２％削減を目標

に取組内容は各職場に任せ、取組状況を総務部が確認する、③総務部が事務局となり

全体を盛り上げる施策（組合と連携し活動啓発のための「カエル！ＫＹＵＳＨＵマガ

ジン」の発行、会社と組合幹部による職場点検のための「カエル！就労パトロール」

の実施）など推進されていました。 

平成２９年１１月２１日（火） 
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職場個別の取組としては、①２Ｓ（整理・整頓）を行うことで必要なものがすぐに

取り出せ、業務が効率化する。②「業務の視える化ボード」を使用し、各テーマの「時

間」「優先度」を課員全員で視覚的に共有することにより、特に業務進捗が遅れてい

るテーマへ重点的な対応を行う。③課内の予定表に、課員がカエルのマグネットを貼

って、あらかじめ早く帰る日や連続休暇を課内で共有し、休みやすい職場雰囲気に変

えるなどが実践されていました。 

 さらに、九州事業所では３直交代制による勤務で生産を行っていますが、前直と当

直の引き継ぎ時間削減のため、引継ぎ事項をあらかじめ前直が映像に録画し、その録

画を当直に見てもらい効率的に引継ぎを行う取組なども試行されていました。（※試

行中であり完全実施ではありません。） 

 

上記取組を 2016年度から実施した結果、年間総実労働時間について 2015年度 

2018 時間から、2016 年度では 1905 時間へと 11３時間の削減を達成されまし

た。 

 

 「カエル！ＫＹＵＳＨＵプロジェクト」に対する社員の声としては、①家でゆっく

り休めるので疲れが取れる、②家族とゆっくり過ごせる、子供との会話が増えた、③

自分の勉強をする時間が増えた、読書量が増えた、④趣味の時間が増えた、家族で旅

行が楽しめるようになった、などの好意的な意見が多かったそうです。 

 

 佐賀労働局では、同社のような長時間労働の削減に向けた積極的な取組事例を広く

御紹介する等、今後とも、佐賀県内における過重労働の解消に向けた各種取組を進め

てまいります。 








































































